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「お客様のお困り事を解決できるカネタに」  代表取締役社長 松野若斗

カネタへ入社したきっかけは？
先代の弟さんの会社でアルバイトしていた時に、
先代から新しくレーザー機を購入するから
やってみないかと声をかけて頂いたのが始まりです。
その後、溶接や生産管理、営業と様々な立場を経験し、
立場が違うとモノの見方が変わることを学びました。
一つの業務だけしていたら気付けなかったと思います。

社長になって何か変わった点はありますか？
2020年の夏に現会長から打診があり、2021年10月に
代表取締役社長に就任しました。それまでは、みんなと一緒に
モノづくりの仕事をしていました。
それが、社長になって「見えない壁」ができた気がしています。
今はその距離を縮める努力をしています。

これからのカネタはどんな会社を目指しますか？
もっとお客様にも従業員にも満足してもらえる会社、みんながイキイキ
働ける会社でありたいです。そのためにも一人一人が切磋琢磨し
高い技術力を身につけ、より良い製品を提供したいと思います。
そして部署間でしっかり連携のとれたる組織づくりを行い、
会社全体でお客様のお困り事を解決できるカネタにしていきたいです。

今、取り組んでいることは何ですか？
距離を縮めるため毎月個別面談を実施しています。期首にみんなが
掲げた個人目標を達成するためです。何をしたら目標達成できるのか
一人ひとりと話し合っています。取り組みを始めて半年経ちました。
もっと関わっていこうと思っています。

今回は私がカ
ネタで

働く人たちに
インタビュー

してきました
！

まずは社長か
らです！



カネタの職人２人が取材を受けました

カメラマンさんからいろいろと注文されながらの作業。
普段と違って戸惑い気味ながらも終始和気あいあいとした雰囲気で撮影は進みました。

若い人たちに気兼ねなくものづくりの現場に
入ってきて欲しい。という思いから、様々な
ものづくりの会社様のゲンバの方から良いことや
苦労話などを語ってもらい、工業系製造業の業界
イメージアップに貢献することや、新しい人材の
採用につなげることを重点においています。
とのことでした。
カネタもお役に立てると嬉しいです！

企画されている大阪産業局の方にお話を伺いました

ゲンバ男子ホームページへGO！！

取材にあたってどんなことを重点におかれていますか？

「大阪産業創造館」が発行するビジネス情報マガジン「Bplatz(ビープラッツ)」で中小製造業の現場で
活躍する若手人材の写真を集めた企画「ゲンバ男子」にカネタの若手2人が取材を受けました。

カネタの職人２人が取材を受けました
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